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次   第 

 

 

 １．開   会 

  

 ２．市 長 挨 拶 

  

３．審 議 事 案 

  議案第１号  能美都市計画地区計画の変更について（市決定） 

議案第２号  能美都市計画下水道の変更について（市決定） 

 

４．閉   会 
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能美市都市計画審議会委員 

 

 委員数１５名以内 
・学識経験を有する者（第 2 条第 2 項第 1 号） 
   
  委  員  能美市農業委員会会長        又 村  一 夫 
  委  員  能美市商工会会長          田 上  好 道 
  委  員  金沢工業大学環境・建築学部長／教授   森    俊 偉 

委  員  北陸先端科学技術大学院大学教授   山 本  外茂男 
   
 
・市議会の議員（第 2 条第 2 項第 2 号） 
   
  委  員  能美市議会議長           東    正 幸 
  委  員  能美市議会産業経済常任委員長    居 村  清 二 
 
 
・関係行政機関の職員（第 2 条第 2 項第 3 号） 
   
  委  員  石川県南加賀土木総合事務所長    松 本  英 好 
  委  員  石川県南加賀農林総合事務所長    朝 田  泰 司 
  委  員  石川県南加賀保健福祉センター所長  沼 田  直 子 
 
 
・市 民（第 2 条第 2 項第 4 号） 
   

委  員  能美市町会連合会会長        伊 野  征 之 
委  員  たけもと農場            竹 本  敏 晴 
委  員  能美市婦人団体協議会会長      中 川  美 子 
委  員  佐野郵便局長            山 野  優 子 
委  員  能美市教育委員会委員        畑 中  美千代 
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審 議 事 案  
 

議 案 番 号  議            案 

議案第１号 能美都市計画地区計画の変更について（市決定） 

議案第２号 能美都市計画下水道の変更について（市決定） 
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能美都市計画地区計画の変更（能美市決定） 
 

都市計画浜町・道林町工業団地地区計画を次のように変更する。 

 

１ 地区計画の方針                            

名    称 浜町・道林町工業団地 地区計画 

位    置 能美市浜町及び道林町の一部 

面    積 約２３．５ｈａ 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

地区計画の目標 

本地区は、小松ＩＣから約３ｋｍの地点に位置し、幅員１２ｍで

整備された都市計画道路木曽街道線の海岸側に工場等が立地する

交通至便で、自然環境豊かな既存の工業団地である。 

 既存企業の操業環境の維持増進と立地環境の整備を目的に地区

計画を導入し、地域産業の高度化と活性化の拠点として周辺環境と

調和した機能的で活力ある産業空間を創造する。 

土地利用の方針 

 本地区は、安全で魅力的な地域産業拠点を形成するため、現在立

地している企業の操業環境を保全し、良好な工業空間を形成する。 

 また、都市計画道路木曽街道線沿いについては、緑化に努めるも

のとする。 

建築物等の整備の方

針 

 建築物の用途の混在、敷地の細分化による産業環境の悪化を防止

するため、次の制限を定める。 

(1) 建築物等の用途の制限 

(2) 建築物の敷地面積の最低限度 

(3) 壁面の位置の制限 

(4) 建築物等の形態又は意匠の制限 

(5) 垣又はさくの構造の制限 

 

議案第１号 
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２ 地区整備計画 

地 
 

区 
 

整 
 

備 
 

計 
 

画 

建 
 

築 
 

物 
 

等 
 

に 
 

関 
 

す 
 

る 
 

事 
 

項 

建築物等の用途の制限 

 次の各号に掲げる建築物を建築してはならない。 

(1) 建築基準法別表第二(る)項に掲げるもの 

(2) 図書館、博物館その他これらに類するもの 

(3) 住宅、共同住宅、下宿及び寄宿舎その他これらに類する

もの。ただし、当地区計画区域内の工場等に従事する者のた

めのものは、この限りでない。 

建築物の敷地面積の最

低限度 

 １，０００㎡。ただし、当地区計画区域内の工場等に従事

する者のための住宅、共同住宅、下宿及び寄宿舎その他これ

らに類するものは、この限りでない。 

壁面の位置の制限 

 建築物等の外壁又はこれに代わる柱の面から次の各号に掲

げる境界線までの距離は、次の各号に掲げる数値以上でなけ

ればならない。 

(1) 都市計画道路木曽街道線  ３ｍ 

(2) 隣地境界線         １ｍ 

建築物等の形態又は意

匠の制限 

 建築物の外壁、屋根及び工作物の色彩は、原色を避け、周

囲の環境に調和したものでなければならない。 

垣又はさくの構造の制

限 

 原則として、道路境界から１．０ｍの範囲における垣、さ

くの設置については、透視可能なフェンスとする。 

 ただし、コンクリートブロック、レンガ、石積等を設置す

る場合には、当該地盤面より高さ０．６ｍ以下とし、これら

を透視可能なフェンスと組み合わせて設置してもよい。 

「区域は計画図表示のとおり」 

 

理由 

本計画は、交通利便性の優れた既存の工業団地において、地域産業の高度化と活性化の拠点

として周辺環境と調和した機能的で活力ある産業空間を創造するため、平成２０年に決定され

たものである。 

 今回、既存企業の操業環境の維持増進を図るため、計画区域を変更するものである。 

 

 



能美都市計画地区計画の変更
議案第１号

根上中学校

高坂公園

道林寺公園

名称 面積

浜町・道林町工業団地 地区計画 ２３．５ｈａ

【変更内容】
・既存企業の操業環境の維持増進を図るため、保安林を除く地域について計画区域を拡大する
計画区域 約２２．８ｈａ → 約２３．５ｈａ （約０．７ｈａ増）

【凡例】

既決定区域

追加区域

保安林
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能美都市計画下水道の変更（能美市決定） 
 

能美都市計画能美市公共下水道（梯川処理区）を次のように変更する。 

 

１．下水道の名称 

能美都市計画 能美市公共下水道（梯川処理区） 

２．排水区域 

「排水区域は総括図表示のとおり」 

（備考）面積 能美市公共下水道 約 １,８６２ ｈａ（内処理区域 約 １,８６２ ｈａ） 

３．下水管渠 

（イ）汚水 

内  訳 
位  置 

備  考 
起  点 終  点 

下ノ江幹線 能美市下ノ江町 能美市下ノ江町 約 230ｍ 

寺井１号汚水幹線 能美市寺井町 能美市寺井町 約 80ｍ 

辰口３号汚水幹線 能美市荒屋町 能美市松が岡１丁目 約 270ｍ 

「区域は計画図表示のとおり」 

（ロ）雨水 

内  訳 
位  置 

備  考 
起  点 終  点 

寺井１号雨水幹線 能美市寺井町 能美市寺井町 約 1,610ｍ 

寺井２号雨水幹線 能美市末信町 能美市末信町 約 250ｍ 

寺井３号雨水幹線 能美市粟生町 能美市粟生町 約  120ｍ 

佐野１号雨水幹線 能美市佐野町 能美市佐野町 約  780ｍ 

佐野２号雨水幹線 能美市湯谷町 能美市湯谷町 約  370ｍ 

「区域は計画図表示のとおり」 

４．その他の施設 

    なし 

 

理由 

平成 25年 8月に小松能美都市計画および辰口都市計画の区域が統合され、能美都市計画と

して新たな土地利用制度の運用が開始された。これにより新たに 70ha の区域が用途地域又は

開発可能区域として定められ、都市計画税の課税区域としても位置付けられている。 

いずれも公共下水道の区域に隣接しており、流域下水道幹線との接続においても余裕水量内

におさまることから、排水区域に追加し、更なる生活環境の改善と公共用水域の水質保全を図

るものである。 

議案第２号 



能美都市計画下水道の変更

【変更内容】
・都市計画区域の再編による用途地域の拡大及び開発可能区域の指定に伴い、排水区域を追加する
排水区域 約１，７９２ｈａ → 約１，８６２ｈａ （約７０ｈａ増）

議案第２号

【凡例】

既決定区域

追加区域

名称 面積

能美市公共下水道（梯川処理区） １，８６２ｈａ

【拡大図】 【拡大図】
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